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だろう 。けれども，従来，科目間の連携に関する事例報告は多くない 3） 。そのため，とくに開放制 4）
 による教員養成課程に対しては，免許法に定める「教科に関する科目」や「教職に関する科目」の
趣旨が十分に理解されておらず，科目間の内容の整合性・連続性が図られていないなど，教職課程


































































年度までの 5年間で，合計 79人（科目等履修生 1名を含む）である。教員養成の質的向上のために，
英語能力と GPAについて一定の基準を履修条件としているため，免許取得に至った学生の成績は








関する科目「道徳教育の理論と方法」（図表 1 ― 1）は 1単位 15時間という限られた授業時間のため，
講義の内容と分量に限界がある。そこで，本学では，入学時から卒業までに履修する教職科目全般（図
表 1 ― 2）で，道徳授業に必要な項目を段階的・発展的に扱うよう配慮している 11） 。また，1・2年生























































可能な開発のための教育（Education for Sustainable Development：ESD）を推進するというねらい



















ション」「グローバル文化論」「多文化共生論」等の教科科目で活用してきた 14） 。 
 　ESDとは，環境，貧困，人権，平和，開発といった様々な問題を自らの問題として捉え，身近な
ところから取り組む（think globally, act locally）ことにより，それらの課題の解決につながる新た































年　　度 2012 2013 2014 2015 2016 合計
実　施 15（2） 12（2） 10（2） 15（2） 12（3） 64（11）
未実施  3（3）  2（1）  5（5）  3（1）  2（2） 15（12）
合　　計 18（5） 14（3） 15（7） 18（3） 14（5） 79（23）
＊（　　）内は他府県（愛知県・名古屋市以外）の公立ならびに私立の中学校での実習者数
 （2）主題と教材の選択 






































 　調査対象は，2014年度 15名，2015年度 18名の合計 33名である。調査時期はそれぞれ 2015年 1月，
2016年 1月である。設問は合計 8項目で，1．道徳授業を行う上で参考になった学習内容（3項目），
2．道徳に対する印象（3項目），3．道徳授業を通じて学んだこと（2項目）で構成されている。ア
ンケートの回収率は計 93.9％（2014年度 93.3％，2015年度 94％）である。 
 〔調査結果・考察〕 
 （1）道徳授業を行う上で参考になった学習内容 
 　設問 1 ― 1では，「道徳授業を行う上で大学での学習内容は参考になったか」という問いに対して，
「はい」と答えたものは 100％であった。設問 1 ― 2では，道徳授業に関する主な学習内容 12項目の































































 　設問 2 ― 1「道徳授業に対する中学時代の印象と教育実習後の印象は変わったか」に対する回答は，
「はい」25人，「いいえ」3人，「どちらともいえない」3人であった。設問 2 ― 2は，「中学校時代の
道徳授業に対する印象」，設問 2 ― 3では「教育実習後の道徳に対する印象」に対する回答を自由記




































































 　設問 3 ― 1は，「道徳授業を通じて学んだこと」（図表 3 ― 3 ― 1），設問 3 ― 2は，「実施にあたって困っ
たこと・事前に準備するべきだったこと」（図表 3 ― 3 ― 2）について，自由記述で回答を求めた。図
表 3 ― 3 ― 1から，道徳授業を担当することで，生徒の目線から教師の目線へと学校現場を見る視点が
変化し，幅広い視点から学校を理解できるようになったことがうかがえる。また，社会人としての
責任感，基本的な生活習慣，多様な考え方，学ぶ姿勢の重要性など，社会人としての自覚が育って
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 「考え，議論する道徳」に資する道徳指導法 
 
 　「特別の教科　道徳」では，多様な価値に向き合うなかで道徳的判断力を養うための「考え，議論
する道徳」への転換が求められている。本学の教職課程では，教職科目と教科科目の連携により，多
様な価値について多面的・多角的に考える機会を提供してきた。その成果は，教育実習の道徳授業に
生かされ，道徳に対する学生の理解を肯定的に変化させている。この事例は，道徳の実践には教員の
協働によって多様性を担保することが重要であることを示唆している。 
